
 

 

 

        NO.17 令和 7 年 2 月 3 日  大柿中学校保健室 

  

大柿中学校では、現在インフルエンザは流行

していませんが、江田島市や呉市、広島市などで

は流行しており、学級閉鎖をする学校も出てきて

います。立春を迎え、暦上では春になりますが、寒

さの厳しい感染症シーズンは続きます。引き続き、

感染症予防をしていきましょう。 

 保健体育委員会の 1 月の活動では、感染症予防のために２つの取組を行いました。2 月も継続し

て取り組んでいきます。 

１ 給食準備時間に手洗いの歌を放送で流す 

 コロナ禍に作成された楽曲、嵐の「Wash Your Hands」を給食準備時間に流しています。手の洗

い方がそのまま歌詞になっているので、口ずさみながら手を洗うことができます。耳で聞き流すので

はなく、曲が流れたら手を洗いに行くことや曲の歌詞に合わせて手を洗ってみることに積極的に取り

組みましょう。 

２ 新型コロナウイルスとインフルエンザの流行状況を掲示 

 広島県のホームページに新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの流行状況が載っています。

流行の程度によって警報・注意報が発令され、1 週間ごとに状況が更新されます。保健体育委員が

流行状況が一目でわかるボードを作成し、生徒玄関に掲示しています。毎週月曜日に更新されるの

で、確認してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度ものこり 2 ヶ月となりました。１月 2月 3月は「いぬる（行く）、にげる（逃げる）、

さる（去る）」という慣用句があります。これは正月から 3月までは行事が多く、あっという

間に月日が過ぎてしまうことを意味します。気が付けば 4月！とならないように、1日 1日

を大切に過ごしましょう。  

※ちなみに「いぬる」は広島弁で「帰る・去る」という意味です。みなさんは使いますか？ 

「マンガでわかる LGBTQ+」 

  著：パレットーク  

「知らなかった」言い訳にして、誰かを傷つける時代を終わ

らせよう。いまさら聞けない LGBTQ+のギモンに答える入

門書。最新の情報やお互いにできる事など、１９の体験談

を含むマンガを読みながら楽しく学べる本です。 

「子どもカウンセリング いじめ いじめられちゃった い

じめちゃった いじめを見ちゃった 自分を助ける方法」 

  著：寺戸武志 

いじめには、被害者、加害者、傍観者の３つの立場があ

ります。それぞれの立場でいじめを客観的に見ることがで

きれば、考えが変わるはず。自分がどの立場になったとして

も解決できる方法を知っておけば、自分も友達も守れます。 

「セイシル 知ろう、話そう、性のモヤモヤ」 

  著：セイシル制作チーム 

セイシルとは性を知ること。医師や専門家などが監修し、

性に関する正しい情報を教えてくれます。誰にも聞けない、

だけど知っておかないといけないことがたくさん詰まった 1

冊です。セイシルは Web サイトも開設しています。ぜひチェ

ックしてみてくだい。 

気になる人は読みに来てくださいね！ 



 


